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１．会議概要 

会議日程：2022 年 7 月 10 日～7 月 15 日 

主催： IEEE Antennas and Propagation Society（AP-S） 

共催： URSI， USNC 

会議名称：International Symposium on Antennas & Propagation 

開催場所：アメリカ合衆国コロラド州デンバー 

国などにより渡航を禁止される場合を除き原則現地参加という条件で開催 

発表件数：オーラル発表件数：1371 件，うち，バーチャル発表件数 437 件 

セッション数：15 パラレルセッション， 

 

２. 参加者の内訳など 

IEEE は，電気電子情報分野に関わる世界最大の学会であり，AP-S はアンテ

ナ伝搬分野の研究ソサイエティである．AP-S が主催する国際会議のうち，こ

の International Symposium on Antennas & Propagation が最も規模が大きく通常

1000 件を超える研究発表が行われている．参加国別内訳を図に示す. Covid19

の影響が出る前の本会議の日本からの参加者は通常２００件以上であったが

今回は５０件と少なかったのが残念である。本会議では、covid19 の影響が出

て以来 3 年ぶりの本格的な対面開催ということで，研究者同士の再開を喜び，

活発な技術討論，情報交換が行われた．投稿論文の国際分布（国ごと）は、パ

ンデミック前（2019 年以前）と同様であった。今回パンデミック関連の問題で、

大会に参加するためのビザを取得できないなどの理由で対面式に参加できな

い著者や出席者のために、バーチャルプレゼンテーションの特別規定が設けら

れた．このため，対面での発表者に対しても Virtual Forum に追加するビデオの

提供が求められた．Women in Engineering and Radio Science のイベントが開催

された． 

セッションは１５パラレルと大きなもので、主な分野は，アンテナ，電磁界，

無線通信，マイクロ波，大型計算機などであり近年注目されている 5G，IoT に

関する発表が多数あった.  

 



 
 

 

図 AP-S 国別参加者数 

 

３．丸山の発表 

会議名：IEEE AP-S 2022 

発表日時：2022 年 7 月 15 日(金)  13:40～15：00 

セッション名： FR-A5.2A: Advances in Wireless Power Transfer  

発表論文タイトル：Wireless Power Transmission Efficiency of Rectenna Array 

Connected in Parallel  

著者：Tamami Maruyama, Masashi Nakatsugawa, Takahiko Nakamura, Yasuhiro 

Tamayama, Tsunayuki Yamamoto, Manabu Omiya, Keiichi Ito, Kouzoh 

Ohshima, Mitsuru Muramoto,  Yutaka Nasuno. 

 

論文概要 

新しい並列接続型レクテナアレイを提案する。各レクテナ素子には 2 つの役

割がある。一つは、整流器によって直流電流を変化させ、電磁波から電力を

生成することである。もう一つは、これらの素子を並列に接続されたアレー

アンテナとして機能させることである。マイクロ波融雪用として提案されて

いる左巻きスロット導波管を電力伝送器として用い、提案アレイの無線電力



伝送効率を評価した。その結果、レクテナアレイをビームがエンドファイア

方向を向くように垂直に配置すると効率が高くなり、3 つの素子の効率の和

が 1 つの素子の効率より大きくなることが示された。 

 

本会議では、２０２１年度南北海道学術振興財団の研究助成金を得て研究開発

してきた、マイクロ波融雪ロボットを、融雪用のマイクロ波を用いて動作させる

ためのレクテナアレイについて、研究発表を行った。発表の中では、実際に装置

を作ってワイヤレス電力伝送で動かしたムービーを報告した。その甲斐もあっ

てか、有意義な質問もあり、発表中に聴講者が興味を持って聞いてくれている様

子が良くわかった。現地で発表しなくては得られない貴重な機会を得ることが

できた。 

 

４．地域や教育への効果，期待 

 COVID19 の影響で一時期オンラインが中心となっていた海外での学会も、今

年度からは、原則現地参加を求められるものが増えている。実際に久しぶりに

外国で発表することができて、改めてオンラインでは絶対に得られない、聴講

者からの反応があることを実感した。一方、今年は円安が進んでいる影響もあ

り、発表にかかる費用や旅費は想定以上にかかってしまった。その意味でも今

回、こうして南北海道学術振興財団から研究助成金をいただけたことはありが

たく感じた。また、本研究は，融雪に電子レンジのようなマイクロ波を使って

素早く安価に雪を解かすことをねらいとしており、近年多発する、災害級の大

雪による車の立ち往生などの不具合を解決することを目指している。本発表に

より，函館高専，ひいては道南地方の地域に役立つ技術力をアピールできたと

考える.世界に通用する技術を磨くためにもこの道南地方から海外で発表する件

数をさらに増やしていきたいと考える.また，会議で得られた最先端の技術につ

いては，研究室における学生指導，および講義を通して伝え，教育に生かして

いきたい. 



 

参加セッションのプログラム 

 

 


